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1.朝河貫一博士没後70年記念講演会in立子山
2018年10月13日



2. 二本松から立子山へー朝河正澄の経歴
► 正澄は1844年(弘化元年)、二本松城の北の鉄砲谷で宗像家の息子として生まれる。

► 宗像幸八郎昌武と称する。修学館で漢学と武技の修練。

► 1857年(安政4年)、藩の江戸屋敷へ行き滞在。

► 1861年(文久元年)、砲術師範の朝河照清に師事し砲術を学ぶ。照清の子の照成は、

► 田口藩士松浦竹之進の長女ウタを娶り、家督を相続。イク、キミが生まれるが、

► 照成は天狗党の乱で戦死。ウタは未亡人になる。戊辰戦争で照清も戦死。

► 1869年(明治2年)、宗像幸八郎昌武が婿養子になり、朝河功と改名。

► 貫一の誕生後、名前を正澄と改名。

► 1874年(明治7年)7月、伊達郡立子山小学校に赴任。

► 自身の経歴を『正澄手記』に書く（福島県立図書館蔵）。

► 参考文献、武田徹・梅田秀男・安西金造・佐藤博幸編『朝河正澄ー戊辰戦争、立子山、そして貫一へ』

► (朝河貫一博士顕彰協会、2006年)



3. 立子山小学校長・鈴木喜助『朝河貫一』(1953年)

に書かれた系図



4. 立子山小学校にある正澄と貫一の写真

写真（左） 小学校の校長室にある写真

写真（右） 正澄が作った校訓



5. 正澄の教育

► 正澄は博学多識、能筆家、武芸の達人。武士の礼節を守り常に羽織袴を着用し、端座して

► 容姿を崩すことがなかったので「朝河天神」と呼ばれた。

► 開校当時、立子山小学校は生徒数60余人だったが、1877年(明治13年)には249人に増える。

► 小学校は1875年(明治8年)、村の中央の字竹の下19番地に新築。翌年7月に開校式。

► 正澄は貫一に対し、小学校時代に「近古史談」、「日本外史」、「四書五経」などの

► 古典を読ませる。それだけでなく、戊辰戦争での二本松少年隊の奮戦や落城、立子山に

► 残る伝説、二本松の地理沿革、戊辰の戦乱、二本松少年隊の奮戦、落城の模様、その後の

► 苦難を説き聞かせ、貫一の伯母・八重の縁につながる安藤祐助（安積 艮斎、昌平黌の儒官）

► の業績も語り聞かせる。

► 裁縫に堪能なウタが村の女性に裁縫を教える。農閑期には針子が部屋に溢れるほどであったが、

► 衰弱して亡くなり、ヱヒ(梁川の天神社神官の娘)が後妻となる。



6. 正澄の退職と『報恩之辞』

► 正澄は1874年(明治7年)から立子山小学校長として天正寺住職の円海とともに

► 教育にあたる。青年指導の夜学会も開催。

► 正澄は1903年(明治36年)10月に退職。1903年(明治36年)10月20日、朝河校長送別

► 会の開催。約1300人の立子山村民が参加。立子山村民からの記念品（金側時計）

► と拠金者による『報恩之辞』の贈呈。

► 貫一は第一回帰国時1906年(明治39年)2月、二本松に住んでいた父と再会するが、

► 父は9月に死去。その後、貫一は立子山を訪問。立子山小学校講堂で「朝河博士

► 帰朝大歓迎会」が開催され、貫一が演説を行う。ダートマスやイェールの大学の

► 学生について、また日露戦争について語る。



『報恩之辞』の冒頭部分

朝河正澄の小学校長退職に際して

立子山村民が贈った拠金者の名簿

（イェール大学・スターリング

記念図書館所蔵）



『報恩之辞』の名簿の部分



7. 立子山村の優良村表彰

► 朝倉鉄蔵が1900 年 ( 明治 33 年 )4 月、立子山村長に就任。村の改良に着手。

► 伊達郡茂庭村から船尾與一を登用し助役とし、朝河校長と三人で自治の振興、

► 産業の奨励、経済の立て直しを始める。

► 朝倉鉄蔵は 1903 年 ( 明治 36 年 )2 月、衆議院議員に立候補して当選。

► 村長を辞し、その事業は後を継いだ佐藤多三郎、船尾與一の両村長が継承し、

► 立子山村は、1910 年 ( 明治 43 年 )2 月 25 日に選奨 29 箇町村の一つとなり、

内務大臣平田東助の名をもって以下の表彰を受ける。

「福島県伊達郡立子山村 協同輯睦率ヰテ克ク公共ノ事ニ謁クシ整理経営

共ニ見ルヘキモノ少カラス今後尚一層ノ奮励ヲ以テ互ニ相協力シ益々其

ノ実績ヲ挙グヘシ 茲ニ金五百円ヲ授与ス」



8. 朝河博士の日記、書簡発見
(福島民報, 2019年12月21日）

► 2020年1-2月に早稲田大学歴史館での「海を渡った

► サムライ～朝河貫一展」で展示。

► 参考文献

► 甚野尚志「歴史家・朝河貫一への旅(3)ー立子山時代、

► 正澄と貫一ー」、『エクフラシスーヨーロッパ文化研究』

► (早稲田大学ヨーロッパ中世・ルネサンス研究所)10号、

► 2020年。



9. 朝河貫一と高橋春吉

► 高橋春吉(たかはし・はるきち、明治元年生、昭和23年没)は、立子山村に

► 生まれ、立子山小学校で朝河の5年先輩の親友。

► 福島市の福島師範学校卒業後、福島県内の小学校校長（飯野町大久保小学校、

► 石川郡小平小学校、安積郡片平小学校）を歴任し、退職後は立子山村に戻る。

► 後年、名前を毅（はたす）と改名。朝河の高橋毅宛の書簡も同一人物宛の

► ものである。貫一は春吉に多くの親密な書簡を送った。

► 孫の高橋秀雄氏が貫一と正澄の関係文書を所有。朝河博士の恋愛手記、書簡、

► 朝河正澄の書幅を2020年1-2月に早稲田歴史館で展示。


